
「世界ともだちプロジェクト」～大会開催都市間
（東京・パリ）の学校交流を通した連携～
目的・ねらい
東京都教育委員会とパリ大会におけるオリンピック・パラリンピック教育の担当部門であるアカデミー・
ド・パリ（パリ大学区）は、言語教育、オリンピック・パラリンピック教育等の推進をテーマとした「覚書」を締結
し、東京大会・パリ大会に向けたより一層の連携・協力を進めるため、児童・生徒間の交流や大会成功に向けた
情報交換等、具体的な取組を行い、豊かな国際感覚の育成を目指している。また本交流を子供たちが主体的に
国際交流の取組へ参画出来る好機と捉え、実践的な国際理解の推進を図るとともに、子供たちの交流がレガ
シーとなるよう継続的に支援することも目的としている。

取組・活動内容
❶実施時期
令和元年5月～令和3年度

❷実施規模
都内公立学校

❸取組・活動内容
 ・教育に関する了解覚書締結（東京都教育委員会、アカデミー・ド・パリ（パリ大学区））
 ・姉妹校の締結や手紙、ビデオ交換等による交流の実施
 ・パリ市におけるオリンピック・パラリンピックウィークでの連携（アカデミー・ド・パリ（パリ大学区）、
パリ市との取組事例の共有、教員向けの説明、姉妹校の締結推進及び交流）

本取組・活動の成果

活動の様子

●交流を通じて、お互いの国への理解、関心が高まると同時に、交流に向けた事前学習により自国文化への
理解も深まった。
●互いに自国の交流実績や取組事例を紹介することで、より両都市に関する様々な事項（文化・歴史など）
について理解促進が図られた。
●次期開催国のパリ市の学校との姉妹校交流を締結。（高校3校、小学校1校）
●両大会の大会成功に向けた連携の1つであるとともに、子供たちにとって貴重な国際交流体験の1つと
なっている。


